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第
二
次
世
界
大
戦
後
、
農
業
や
農
村
の
近

代
化
・
民
主
化
を
は
か
る
目
的
で
、
近
代
的

な
農
業
経
営
を
行
う
農
業
後
継
者
を
育
て
る

た
め
の
施
設
「
福
岡
県
農
業
経
営
伝
習
農
場
」

が
宗
像
市
池
浦
に
あ
り
ま
し
た
。
農
業
経
営

伝
習
農
場
は
、
主
に
中
学
校
卒
業
者
を
対
象

に
１
年
間
の
全
寮
制
で
、
実
習
中
心
の
農
業

教
育
が
行
わ
れ
昭
和

 

52
（
１
９
７
７
）
年
に

閉
場
し
ま
し
た
。 

    

池
浦
に
あ
っ
た
農
業
経
営
伝
習
農
場
は
、

昭
和

  

10   
 

（
１
９
３
５
）
年
に
赤
間
の
城
山
山

麓
（
陵
厳
寺
）
に
農
士
道
場
宗
像
塾
と
し
て
、

発
足
し
た
も
の
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

昭
和

 

25   
 

（
１
９
５
０
）
年
に
農
事
講
習
所
か

ら
農
業
経
営
伝
習
農
場
に
な
り
、
昭
和

  

36   

（
１
９
６
１
）
年
に
赤
間
か
ら
池
浦
に
移
転
し

た
も
の
で
す
。 

   

農
業
経
営
伝
習
農
場
の
移
転
は
、
昭
和 

  

     

    

35  
  

（
１
９
６
０
）
年
に
池
浦
の

  

12   

ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
を
購
入
し
て
、
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
土
地
は
、
小
高
い
雑
木
と
松
林
の
山
と

山
の
間
に
わ
ず
か
に
水
田
が
開
け
た
荒
れ
果

て
た
原
野
で
、
相
原
開
拓
地
に
隣
接
し
た
と

こ
ろ
で
し
た
。
農
場
生
達
は
、
陵
厳
寺
の
旧

農
場
の
農
作
業
の
傍
ら
、
新
農
場
の
現
地
測

量
の
た
め
の
伐
採
か
ら
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
の

敷
地
造
成
工
事
、
立
木
伐
採
、
田
畑
の
造
成
、

果
樹
園
の
深
耕
、
飼
料
畑
の
土
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。 

 

施
設
・
設
備
は
近
代
的
な
所
得
の
高
い
農

業
を
目
指
す
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
設

置
さ
れ
、
農
場
の
全
体
規
模
は
１
６
８
４
ア

ー
ル
で
、
果
樹
１
９
４
ア
ー
ル
（
温
州
み
か

ん
・
ぶ
ど
う
）、
畑
７
０
０
ア
ー
ル
（
野
菜
・

飼
料
用
作
物
・
花
等
）
、
水
田
２
８
０
ア
ー
ル

で
、
そ
の
他
の
２
５
６
ア
ー
ル
の
中
に
鉄
筋

の
本
館
や
寮
、
畜
舎
、
農
機
具
倉
庫
等
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

池
浦
の
農
業
経
営
伝
習
農
場
は
、
昭
和

   

36      
   

年
４
月
か
ら
利
用
を
開
始
、
移
転
完
了
は 

    

36    

年
７
月
で
し
た
。 

   

こ
の
こ
ろ
の
伝
習
農
場
の
教
育
は
、
農
村

青
少
年
ク
ラ
ブ
の
中
核
者
の
育
成
を
め
ざ

し
、
農
業
の
生
産
性
の
高
度
化
を
目
標
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
中
心
と
し
た
経
営
診

断
、
経
営
設
計
に
よ
り
近
代
化
農
業
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
全
寮
制
に
よ
り
、
明
朗
で
健

康
、
協
調
性
が
高
く
、
一
方
で
自
律
性
に
富

ん
だ
農
民
の
育
成
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

は
、
稲
作
・
果
樹
・
そ
菜
・
花
き
・
畜
産
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

男
子
だ
け
だ
っ
た
農
場
生
は
、
昭
和

  

27      

（
１
９
５
２
）
年
に
女
子
部
が
併
設
さ
れ
、
一

期
生

  

16   
 

名
の
入
場
が
あ
り
ま
し
た
。
は
じ
め

は
、
女
子
部
は
通
学
で
の
教
育
で
し
た
が
、

の
ち
に
は
全
寮
制
と
な
り
ま
し
た
。 

 

農
業
の
機
械
化
を
進
め
る
た
め
、
昭
和 

   

30   

年
代
後
半
か
ら
一
般
の
農
業
者
向
け
に
大

型
機
械
研
修
が
始
ま
り
、
研
修
生
の
た
め
の

宿
泊
施
設
と
し
て
、「
青
年
研
修
館
」（
鉄
筋

二
階
建

 

50   

名
収
容
）

  

も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和

  

41   

年
～

  

43   

年
は
、
そ
れ
ま
で

   

80   

名
前

後
だ
っ
た
農
場
生
の
応
募
者
が
急
増
し
て
１

０
０
名
以
上
と
な
り
、
こ
の
青
年
研
修
館
を

利
用
し
て
、
教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

    
応
募
者
が
急
増
し
た
の
も
、
つ
か
の
間
。

戦
後
の
食
糧
需
給
不
足
が
解
消
さ
れ
、
昭
和 

   

44 
 

（
１
９
６
９
）
年
に
、
米
の
生
産
が
過
剰
と

な
っ
て
生
産
調
整
が
始
ま
り
、
高
校
進
学
率

も
段
々
高
ま
っ
て
き
た
た
め
、
昭
和

    

46      
 

（
１
９

７
１
）
年
に
は
農
場
生
は
男
子

   

24     

名
・
女
子

３
名
の

   

27   

名
と
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
昭
和

   

48   

（
１
９
７
３
）
年
に
は
男

子
の
み

   

19    
 

名
と
減
少
し
ま
し
た
。
卒
業
生
の

会
「
城
山
会
」
を
中
心
に
伝
習
農
場
存
続
運

動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和

   

52 
 

年
３
月
の
第 

     

42   

期

   

18    

名
の
卒
業
生
を
最
後
に
伝
習
農
場
は

閉
場
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
伝
習
農
場
は
昭
和

   

55 
   

（
１
９
８

０
）
年
に
筑
紫
野
市
吉
木
に
開
校
し
た
福
岡

県
農
業
者
大
学
校
の
研
修
科
へ
と
引
き
継
が

れ
ま
し
た
。 

（
現
代
部
会 

山
野
尚
子
） 

 
 

   

池
浦
に
あ
っ
た
福
岡
県
農
業
経
営
伝
習
農
場 

～
『
新
修
宗
像
市
史
』
現
代
部
会
か
ら
～ 

伝習農場全景 

トラックター運転練習 

（出典のキャプションのまま） 

福
岡
県
農
業
経
営
伝
習
農
場
と
は 

農
業
経
営
伝
習
農
場
の
誕
生 

農
業
経
営
伝
習
農
場
移
転 

№13 

農
業
経
営
伝
習
農
場
の
変
遷 

存
続
運
動
か
ら
講
習
所
と
共
に 

農
業
大
学
校
へ 

（写真出典：『一筋の道 四十一年のあゆみ』福岡県農業経営伝習農場、昭和 51 年） 


